






番番  号号 事事　　業業　　名名 部部　　局局　　名名 職職  名名 氏氏　　　　名名 研研　　　　究究　　　　課課　　　　題題　　　　名名
掲載

ページ

１ 次世代重点研究 保健学研究科 教授 斉藤　まなぶ 子どものこころを守るデジタルメンタルヘルスリテラシーの技術開発 ４

２ 次世代重点研究 理工学研究科 教授 関谷　亮 エッジ修飾による機能性ナノカーボン材料の創発 ５

３ 次世代重点研究 農学生命科学部 教授 園木　和典 農業副産物の脱炭素材料化に向けたリグニンからのポリマー原料生産 ６

４
若手研究者
支援事業

人文社会科学部 講師 古川　祐貴 津軽家文書の入手・伝来過程に関する基礎的研究 ８

５
若手研究者
支援事業

教育学部 助教 谷本　憂太郎 食資源と水環境を基軸とした食環境教育の創出に関する総合的研究 ９

６
若手研究者
支援事業

医学研究科 助教 葛西　秋宅 アミノ酸飢餓応答因子GCN1による翻訳停滞解消メカニズムの解明 １０

７
若手研究者
支援事業

医学研究科 助教 畑　貴之 多核緑藻類ハネモの形質転換法の開発と、多核体の分子細胞生物学への応用 １１

８
若手研究者
支援事業

医学研究科 助手 引地　浩基 抗精神病薬による薬剤性パーキンソニズムと遅発性ジスキネジアの発症機序解明 １２

９
若手研究者
支援事業

医学研究科 客員研究員 山内　翔平 滑膜炎モデルマウスを用いた早期変形性膝関節症における血清バイオマーカーの検討 １３

１０
若手研究者
支援事業

医学研究科 助教 原　裕太郎 若年発症食道胃接合部MiNENの発生起源および分子病態病理学的特徴の解明 １４

１１
若手研究者
支援事業

保健学研究科 助教 吉野　浩教 スーパーエンハンサーから見えてきた新たな放射線抵抗性機構の解明 １５

１２
若手研究者
支援事業

保健学研究科 助教 小山内　暢 ピンホールカメラ原理を応用した放射線診療における散乱Ｘ線可視化システムの開発 １６

１３
若手研究者
支援事業

保健学研究科 助教 嵯峨　涼 低酸素環境における癌細胞の放射線応答を考慮した数理モデル開発 １７

１４
若手研究者
支援事業

理工学研究科 准教授 岡部　孝裕 超高速赤外計測×逆問題解析による液滴衝突界面熱抵抗の定量化技術の開発 １８

１５
若手研究者
支援事業

理工学研究科 助教 西山　尚登 酸化チタンゾルによる新規な均一系2段階光励起型光触媒系の構築 １９

１６
若手研究者
支援事業

理工学研究科 助教 朝田　晴美 ホットスタンプ法による金属パターニングを利用したテラヘルツ波帯アンテナの作製 ２０

１７
若手研究者
支援事業

農学生命科学部 助教 藤井　祥 膜形成が駆動する葉緑体のタンパク質合成制御機構の解明に向けて ２１

１８
若手研究者
支援事業

医学部附属病院 助教 木下　裕貴 テロメア・Gテールと術後せん妄及びうつの関連の解明 ２２

１９
若手研究者
支援事業

被ばく医療総合研究所 助教 藤嶋　洋平 イメージングフローサイトメータを用いた微小核解析のハイスループット化 ２３

２０
トライアル
ファンド

教育学部 准教授 廣瀬　孝 ライスボール水田由来稲わらを原料としたクラフト紙の開発に関する研究 ２５

２１
トライアル
ファンド

保健学研究科 准教授 北島　麻衣子 抱っこひも製品の使用による子どもと親の快適さに関する研究 ２６

２２
トライアル
ファンド

理工学研究科 助教 松田　翔風 空気混合メタンガス体からの酸素分離に関する技術の研究 ２７

２３
トライアル
ファンド

理工学研究科 准教授 森脇　健司 生食用サーモンの品質評価を目的とした弾性率マッピングの検討 ２８

２４
トライアル
ファンド

農学生命科学部 教授 殿内　暁夫 弘前大学白神酵母を用いたクラフトビールのブランド化に関する研究 ２９

２５
トライアル
ファンド

農学生命科学部 准教授 西塚　誠
網羅的遺伝子発現解析を基軸とした、ニンニク由来硫黄化合物の新規生理機能と制御メカニ
ズムの解明と高付加価値化への試み

３０

２６
トライアル
ファンド

地域戦略研究所 准教授 吉田　曉弘 農産―水産廃棄物の高機能材料化検討 ３１

２７
トライアル
ファンド

地域戦略研究所 准教授 西宮　攻 魚類を対象とした飼育環境配慮型飼料の開発 ３２

★★ママッッチチンンググ項項目目ににつついいてて★★
　　各ページでは研究の概要や成果を紹介しているほか、その研究課題が共同研究等に対応できるかどうかを示しています。
　　企業関係者の皆様など、研究者とのマッチングを希望される方はぜひご参考ください。

　　　　本学の教員が民間機関等からの委託を受けて、民間機関等の負担する経費を使用して研究し、 その成果を民間機関等へ報告する制度です。

　　　　講演会の講師など、上記以外の社会貢献活動等。

　　　　共同研究契約や受託研究契約では困難な、研究にあたらない技術指導やコンサルティングなどの産学官連携案件について、従来の兼業（勤務時間外）ではなく、
　　　　大学の本務（勤務時間内）として実施できる制度です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令令和和７７年年度度　　研研究究成成果果集集　　課課題題一一覧覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘弘前前大大学学若若手手研研究究者者支支援援事事業業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘弘前前大大学学共共同同研研究究トトラライイアアルルフファァンンドド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘弘前前大大学学次次世世代代重重点点研研究究

　　　　本学の教員と民間機関等の研究者とが、対等の立場で共通の課題について共同研究を行うことにより、 優れた研究成果が生まれることを促進する制度です。共同研究

受託研究

学術指導

講 演 等
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弘前⼤学次世代重点研究 
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弘前⼤学若⼿研究者⽀援事業 
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弘前⼤学共同研究トライアルファンド 
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